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 　2022 年 7 月 7 日、宗教者核燃裁判は第４回口頭弁論

期日を迎えました。昼過ぎ、原告と支援者はいつものよ

うに東京地方裁判所前に集合し、原告団から法服の宗教

者の皆さん 11 人と河合弘之弁護士（原告弁護団）が前

に立ち、それぞれの熱意を語りました。今回は、共同代

表の中嶌哲演住職（真言宗）も福井県から参加され、ちょ

うど 1 年前の 7 月 20 日にお亡くなりになった故岩田雅

一牧師にふれ、愛惜の念をこめながら「岩田牧師の弔い

合戦としてがんばりたい」と語ったのが印象的でした。

中嶌住職は、岩田牧師と 1993 年に福井県もんじゅ稼働

と青森県六ヶ所再処理工場建設への反対で、宗教者の会

が結成されてからずっと反原発の活動を共にされていま

した。

　このほか、印象に残ったコメントに触れます。故岩田

牧師の後を継いで共同代表となった内藤新吾牧師（日本

福音ルーテル教会）は、かつて浜岡原発近くに住んでい

た頃交流のあった原発の電力社員たちのことに触れ、社

員の方たちが私たちの闘いの相手ではないこと、原発の

ない安全な生活をともに分かち合える日が来たら、と語

りました。

　平良愛香牧師（日本基督教団）は、政府の利権優先主

義の犠牲とされている点で、沖縄県の問題と原発の問題

がよく似ていること、これを止めることができなかった

らその責任は後世に問われることになる、必ず勝つ秘訣

は勝つまで諦めないことだ、と語りました。大河内秀人

住職（浄土宗）は宗教者の戦争責任に触れ、宗教者とし

て日本の原発行政の過ちを黙殺すれば、ふたたび宗教は

過ちを犯すことになると語りました。

　数人の方が触れておられましたが、去る 7 月 2 日、

六ヶ所再処理工場の高レベル廃液の冷却機能が８時間に

わたって停止した事故が起こり、しかも翌日になってよ

うやくニュースとして報道されるということがありまし

た。８時間は長い。なぜそのことを直ちに告知しないの

か。福島原発事故の時にもそうでしたが、そうしたとこ

ろに常に原発というものの隠蔽性、不誠実さが伺えます。

どうして、なにを隠蔽しなければならないのか。ひとつ

ひとつ率直に訊していくことは、わたしたちの未来に対

する責任なのだと思いました。

　傍聴券を受け取り 103 法廷に入ると、今回は原告席に

18 人、傍聴人は 40 人ほどいたと思います。裁判官が入

室して開廷すると、まず原告側弁護団の北村賢二郎弁護

士より、原告側準備書面 11 〜 13 についての説明陳述が、

おおよそ次のようにありました。

○被告である日本原燃の想定するプレート間地震が起

　こった際の基準地振動の上限は、観測記録に照らして　

　あまりにも甘い。日本原燃は、想定される震源域から

　再処理工場までの距離を 93 ㎞とし、基準地振動の上

　限を 236 ガルとしている。しかし観測記録では、700

　ガル以上の振動を 34 ヶ所で記録し、200 ㎞圏以内で

　は 236 ガル以下は観測されていない。このことは硬い

　岩盤上の記録で比較しても極めて甘い。

○通常の建築には「安全率」が設定されている。安全率

　は危険なものほど高く設定される。たとえば、エレベー

　ターのワイヤーロープは、切れたら中の人は死んでし

　まう命綱といえるため、高い設定となっている。とこ

　ろがなんと再処理工場にはこの安全率が設定されてお

　らず、しかも再処理工場内は放射能で汚染されている

　ので安全率を高くする補強工事ができない。

○日本原燃は活断層の長さと地震の規模との相関関係を

　日本で発生した 14 の地震データだけから計算する松

　田式を採用しているが、松田式の相関関係は確定的で

　はない。

□

　ずさんな想定のもとにイケイケで進められる再処理工

場事業には呆れる他ありませんが、私が特に印象に残っ

たのは、工場内の汚染が進んで補強工事がもはやできな

いと言うことです。まだ再処理工場は完成していません。

完成前にすでに工事ができない状態などということがど

うして許されるのか。事故が起こったら諦めるしかない

■第 4 回 口頭弁論期日　～現場からのルポ～
日本カトリック正義と平和協議会事務局  昼間範子

▲東京地裁前に集結した法衣 ・ガウン姿の宗教者たち
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です、と言っているようにしか思えません。

　続いて、仙台市に住む梅森寛誠住職（日蓮宗）が、準

備書面 14 についての説明陳述を行いました。梅森住職

のお寺のある仙台市の近くには東北電力女川原発があり

ます。11 年前の東日本大震災の時、女川原発周辺の住

民は津波によって閉じ込められ、避難は絶望的という状

況でした。津波は原発建屋からわずか 80 ㎝のところま

で来たそうです。もし女川原発が破壊されていたら、ど

うなっていたことか。梅森住職は日蓮宗の根本経典であ

る法華経に記される「増上慢」という言葉を引いて、原

発を未だ手放すことのできない現代社会の驕り高ぶりを

非難しました。

　「増上慢」とは、わかってもいないのにわかったつも

りになって驕り高ぶる人間の愚かさを言うそうです。原

発建設で想定された地震の基準地振動は軒並み破られ、

核ゴミには処分の方法がない。今も続くウクライナ戦争

のチェルノブイリの危機では、原発が有事になればどれ

ほど危険な手に負えないものであるかを、世界中が痛感

したはずでした。それなのに、いまだあたかも核エネル

ギー技術を手中にしたかのような振る舞いは、現代の「増

上慢」であり、改めるべき恥です。

　梅森住職に与えられた陳述の時間は当初 15 分だった

のに、納得のいく説明のないまま、直前になって 5 分

に短縮されてしまったとのこと。まだまだ語るべきこと

を残しながら陳述を終えられたようでしたが、「増上慢」

という短く鋭い言葉は、法廷にいたすべての人の心に突

き刺さったと思います。

 □

　終了後、会場を港区芝公園のアンデレホール（日本聖

公会聖アンデレ教会）に移し、学習会と報告会が開かれ

ました。学習会は澤井正子さん（核燃サイクル阻止１万

人訴訟原告団事務局）より、福島第一原発の汚染水海洋

放出問題と、六ヶ所再処理工場の放射能放出の諸問題に

ついてのお話を伺いました。

　福島第一原発の汚染水海洋放出問題では、事故後のデ

ブリはともかく冷却しつづけるほかないため、冷却用に

海水が投入されては流れ込む地下水と共に汚染され、ど

んどんと汚染水が増える状態であること。トリチウムは

化学的には水素と同じ性質のため、技術的に除去するの

が困難で、人間の体にいったん入れば DNA に取り込ま

れて長くとどまる危険性があることを伺いました。いっ

ぽう六ヶ所の放射能放出問題では、廃棄物は気体、液

体、個体に分けられ、個体のみが処分の対象、気体、液

体はすでに試験運転で環境放出されており、個体もその

95％はリサイクルユースされているという、およそ考え

られないことがおこなわれていることを伺いました。こ

れには開いた口が塞がりません。

　報告会の最後に、樋口英明元福井地裁裁判長からお話

がありました。樋口元裁判長は、長く法曹界にいたが、

傍聴席に座ったのは初めてで裁判官席とはこんなふうに

見えるのかと思ったと、ユーモアたっぷりに話されたあ

と、ウクライナ戦争でロシアの天然ガスが値上がりした

ことをうけ、原発再稼働の動きがあるが事故のコストは

値上がりの比ではないこと。6 月 17 日の最高裁判決に

ついて、原発事故は一度起こしたら金銭賠償などできる

レベルではないことがこれで明らかとなったのであるか

ら、もはや差し止めしか方法はないのだと、的確すぎる

まとめがあり、この日の集会は締められました。

 □

　今回の口頭弁論期日を一言でまとめるなら、梅森寛誠

住職が示された「増上慢」だと思います。あまりに愚か

でずさんな原発行政。万が一事故が起こり、被害がでれ

ば、仕方なかったと逃げ切るつもりであることはミエミ

エです。とりわけ、未だ完成の目処も立たないのに、す

でにわずかな試験運転だけで手の打ちようもないほど汚

染されてしまっている再処理、核燃料サイクル事業に国

費の無駄遣いが続いている呆れた愚かさは、誰の目にも、

おそらくは日本原燃の職員の目にも、あきらかなのでは

ないでしょうか。国民をこんなことで騙し続けられると

思うことこそ、まさに「増上慢」。なんとしてでも息の

根を止めなければなりません。

▲アンデレホールで開催された澤井正子さんによる学習会

▲同ホールで原告と弁護団による裁判報告会も開催

次回 第 5 回口頭弁論期日決定 !!
2022 年 12 月 20 日 ( 火 ) 午前 11 時
東京地裁前集会、報告会会場と時刻など詳細は公式サイ
トやメルマガでお知らせします。



弁護団期日報告

法廷での証言を再録

原告　梅森寛誠

　私は梅森寛誠と申します。

仙台市の寺で住職を務める日蓮宗僧侶であります。

【間一髪の女川原発】

　私は地元宮城の女川原発で、11 年前に「原発震災」

惨事間一髪に遭遇しました。この時の地震で震央から最

も近い女川原発で、外部電源 5 系統のうち 4 系統が断絶、

津波被害まで 80 センチ未満という、きわどい事態でし

た。震災直後は女川原発に通じる全ての道路が寸断され

ました。避難は絶望的で、交通渋滞や情報操作以前に、

住民は閉じ込められる、を実感しました。再処理工場の

苛酷事故では、深刻さは原発の比ではありません。

【増上慢への戒め】

　私の拠り所とする法華経にはこう示されています。「此

の輩（ともがら）は罪根深重に、及び増上慢にして、未

だ得ざるを得たると謂（おも）い、未だ證せざるを證せ

りと謂えり」。増上慢とは過度の驕り慢心をもつ者を指

します。釈尊は説法の場で、この増上慢の人々に対し、

悟りを得ていないのに得たと思い込む失（とが）を厳し

く叱責しました。そして現実に、その慢心によって取り

返しのつかない過ちを犯しました。

　私たち人間は、近代科学や技術の知見によって、どれ

だけ「わかった」「悟った」というのでしょうか。それ

にしがみつくことによって、何をもたらしたのでしょう

か。原発の基準地震動でも、女川原発をはじめこの 20

数年間で軒並み打ち破られているのではないですか。つ

まり、限られた知見で、地球史では近い過去に属するデー

タで判断し、欠陥品を作り上げているのではないですか。

　未だほとんど未解明の地震活動についても「未だ得ざ

るを得たると謂（おも）い、未だ證せざるを證せりと謂

う」増上慢の悲しさを露呈させています。そもそも驕り

をもって核に手を染めるものの、後始末の方法を知らぬ

愚かな体たらくです。永く将来世代まで保証されるべき

であった「命をつなぐ権利」を今後も脅かし続けるので

しょうか。基本的な過ちを認め、恥じ、また改めなけれ

ばなりません。

【私たちの目指す世界は】

　広く仏教に於いては、人間が自らを破滅に導くものと

して三毒という概念があります。いわゆる貪欲 ( むさば

り )、瞋恚（いかり )、愚痴 ( おろか ) の三つです。私た

ちはもともとこれらと隣り合わせの関係にあり、常にコ
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ントロールしなければならないはずが、原子力の歴史や

現場に於いては、むしろこれらが刺激され、また煽られ

利用されてきたのではないでしょうか。私の言葉で言え

ば、久遠の釈尊ましますこの浄上を、遠い将来世代のた

めに命を賭して、脅迫や誘惑から護っていかなければな

りません。

　さて、ロシアの軍事侵攻では、チェルノブイリ原発の

占拠や電源供給の一時断絶、稼働中の原発や施設の襲撃

が、報じられました。また、核攻撃の威嚇も行われた、

とも。改めて三毒の恐怖に凍りつかざるを得ません。そ

してこの国では、政権中枢から「核共有論」が提唱され

る看過できない事実があります。

　そうした直近の動向と、時に国際的懸念が示されるこ

の国のプルトニウム利用路線、すなわち六ヶ所・再処理

工場との関連を、大いに憂慮します。軍事転用意志の有

無を含め、今後疑義を呈していかなければなりません。

　原子力政策と事業、特に核燃サイクル・再処理の運転

は根本的に間違った選択であり、将来の環境と世代に甚

大な災いを招くものです。今日の私たちの判断とそれら

が直結する重みを鑑み、速やかな廃止を求めたいと思い

ます。以上。　　　　　（宮城県 / 日蓮宗法運寺　住職）

弁護団期日報告
宗教者核燃裁判弁護団　弁護士　北村賢二郎

　2022 年 7 月 7 日、「宗教者が核燃料サイクル事業廃止

を求める裁判」の第 4 回口頭弁論期日が東京地裁（加本

牧子裁判長）で開かれた。この裁判は、仏教、キリスト

教、神道など全国の宗教者や信仰者が原告となり、六ヶ

所再処理工場の運転差し止めを求める訴訟である。コロ

ナ禍と非公開の手続きが続き、前回の口頭弁論期日から

9 カ月ぶりの期日となった。

　法廷ではまず、期日間に双方の当事者から提出された

主張書面の確認がされた。宗教者の側からも 6 通の主張

書面が提出されたが、その中でも特にこの裁判の中心的

争点に係るものについて、北村賢二郎弁護士がプレゼン

テーションを行った。プレゼンの冒頭では、日本原燃の

想定する地震動評価が、観測記録という事実と比較して、

明らかに異常値となる不合理なものであることが説明さ

れた。

　日本原燃は、プレート間地震の検討用地震として東北

地方太平洋沖地震を想定し、当該地震を踏まえた地震の

震源から 93 キロ、強震動生成域からは 35 キロの距離に

ある再処理工場で、地震動は 236 ガルが上限になると主

張している。

　ところが、実際の観測記録と対比すると、再処理工場

の基準地震動である 700 ガル以上の地震動が全国 34 カ

所で観測され、想定地震の上限 236 ガル以上の地震動も

158 カ所ある。このなかで一番低い地震動は 239 ガルだ

が、その観測地点は震源から 328 キロ離れている。す

準備書面
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祈りを合わせて　　　泉谷五十鈴（いずみたにいすず /原告）
あの日私は小学６年生。仲良し 3 人組で下校の途中で

した。ふと気付くと道の先に黒い服の人々。そこは、日

頃楽しそうに語り笑いながらお兄さんたちが出入りして

いる、同じ町にある大学の学生下宿です。３人で顔を見

合わせながら恐る恐る近づくと、下宿のおばさんが「学

生さんが亡くなったのよ」と伝えてくれました。話をし

たこともない学生さんでしたが、私たちは門前でお参り

し急いでその場を離れました。その死が急性白血病によ

るものだったと母から知らされたのは、数日後のことで

した。その前年の第五福竜丸事件以来、「死の灰」の恐

ろしさがラジオや新聞で報じられるようになり、学校で

も家庭でも「雨に濡れると頭が禿げる」という子どもっ

ぽいものから「広島や長崎よりもっと強力な爆弾の実験

をしているらしい」という深刻なものまでが伝えられて

いました。私たちは、教室の隅っこで、また登下校の道

すがら、亡くなった大学生のお兄さんと関連づけてその

話をひそひそと繰り返し、「あたしたち大人になるまで

元気でいられないかもしれないわね」などと不安を分け

合うのでした。原子力の脅威を考える時、私は頭が真っ

白になるような恐怖の中にいたこの日々の感覚を、いつ

も思い出してしまうのです。

　歴史を振り返ると、第五福竜丸被曝と全く時を同じく

して、原子力研究開発予算が国会に提出され、そこか

ら日本が原子力発電に走り出したことが解ります。2 億

3500 万という予算額は、ウラン 235 に因んでいたとい

う事に呆れます。太古から豊かな海に暮らす人々の生活

と命を奪い続けながら「これからは原子力を平和利用す

るのだ」という何たる欺瞞。けれども、人々はこの欺瞞

に気づくどころか、目の前に次々と繰り広げられる、明

るく能率的で快適な生活の魅力の虜にされていってし

まったのです。その裏に、どれだけ大きな、重い犠牲を

強いているかを顧みることもせず、見て見ぬふりを繰り

返して……。

　この罪深い豊かさを享受しながら、この何十年を私は

生きてきてしまいました。その結果があの東海村 JCO

臨界事故や福島第一原発事故であり、日々被曝しながら

各地の原発に働く人々の命の代償であるという事を、思

わずにはいられません。「私たちは健康に成人できるの

だろうか？」と怯えつつ語り合った小学生は、のうのう

と生き延びました。気付けば次の世代に、そして限りな

く続くはずの未来にやって来る命に、取り返しのつかな

い重荷を押し付けて……。既にこの地上に拡散させてし

まった放射能は、消し去る方法がありません。だからこ

そ、神と人とにその事の許しを請いながら、祈りを共に

する人々と力を合わせて核のサイクルを止めていくこ

と。これが今最大の課題であるとの思いから、私はこの

裁判の原告になりました。

（日本キリスト教団 百人町教会　信徒）

■ リレー随想「原告の思い」■ ③
なわち被告の想定は、観測記録の場合より距離は 3 分の

1 震源に近づくのに、地震動は 3 倍離れた観測記録の場

合とほとんど変わらないのである。その他、原発（解放

基盤表面）での観測記録などとも比較し、被告のプレー

ト間地震の検討用地震の想定は信頼性や合理性を欠き、

236 ガルも、基準地震動 700 ガルも不合理であると断じ

た。また、プレゼンでは再処理工場では必要と考えられ

る耐震補強工事がなされていないことや、日本原燃が地

震動策定に用いている「松田式」に大きな欠陥があるこ

とも指摘された。

　次に仙台市の日蓮宗僧侶である原告の梅森寛誠氏から

の意見陳述がなされた。梅森氏は非常に力強い声で、梅

森氏の地元宮城の女川原発で 11 年前に「原発震災」惨

事間一髪となる状況に遭遇したことや、その際の避難が

絶望的であったことなどの体験を語った。そして、法華

経で示される増上慢の戒めを引用し、原発の基準地震動

想定に係る地震活動について「未だ得ざるを得たると謂

（おも）い、未だ證せざるを證せりと謂う」という増上

慢の悲しさを露呈させていることを強く指摘した。

　最後に、原子力政策と事業、特に核燃サイクル・再処

理の運転は根本的に間違った選択であり、将来の環境と

世代に甚大な災いを招くこと、そしてその速やかな廃止

を求めることを述べて梅森氏は意見陳述を終えた。

　現在の原告数　256 名

事務局からのお知らせ
■原告、 サポーター登録されている方々には、
2021 年度の決算書と 2022 年度の予算書を同
封してあります。 ご確認ください。

■ 2022 年４月１日より、 会計年度は 2022 年
度に入っております。 会費の納入をお願いいたし
ます。

■原告登録費は 5,000 円（含む年会費）、その後、
原告もサポーター（賛同人）も年会費は 3,000
円です。「金額自由」のカンパはいつでも受け付
け中です！　どうぞよろしくお願いします。 
　　  口座記号番号：00920-5-238100
　　  加入者名：宗教者原告団

○郵便局以外からの送金は下記を参照ください。
　　 店名：099　　　　　預金種目：当座預金　
　　 口座番号：0238100   名称：宗教者原告団

宗教者核燃裁判の「公式サイト」はスマホで
アクセス可能。右の QR コードからどうぞ！
常時更新しています。最新情報はここから。 


